
 

 

 

 

 
 

 

平素より患者さんのご紹介ありがとうございます。 

現在、当科では常勤医５名と非常勤医３名(脊椎専門医、関節外科専門医、スポーツ専門医)の 

体制にて毎日診療を行っております。 

 

 

 

人工関節外来は、月曜日と水曜日に大西副院長が担当しております。 

人工股・膝関節全置換術は、初診から２ヶ月前後の待機期間(待機期間中に全身麻酔に備えた 

術前検査や必要に応じて自己血貯血を行います)で手術が可能です。自験例においては術後２０ 

年前後の耐久性が得られております。 

 

 

 

4 月からは横井が赴任し、半月板損傷に対する関節鏡手術や初期段階の変形性膝関節症に対 

 する膝周囲骨切り術も行っております。膝周囲骨切り術(Around Knee Osteotomy：AKO) 

は、膝の O 脚変形あるいは X 脚変形のために膝関節内側あるいは外側に偏った過度なストレ 

スを、脛骨や大腿骨を切って少し角度を変えてあげることで比較的きれいな軟骨の存在する側 

に移動させてあげる手術です。患者さん自身の膝関節が温存でき、スポーツや農作業等の仕事 

復帰が可能となることもしばしばあります。骨切り術は、適応を守って適切に行われれば、現 

在の痛みを軽減させるだけでなく、長期的な関節温存にもなるため非常に有効な治療法です。 

 

 

 

脊椎外来は、第１・３・５火曜日に非常勤の大友医師が担当しております。 

脊椎疾患は、常勤医と非常勤の大友医師が協力し、腰部脊柱管狭窄症や腰椎椎間板ヘルニア 

 をはじめとする脊椎疾患の手術を行っております。 

 

 

 

外傷(骨折・脱臼)に対してできるだけ迅速に手術を行い、早期離床・早期リハビリを行って 

 おります。また、胸腰椎圧迫骨折の患者さんに対してもコルセットを作成し、早期リハビリを 

 行っております。骨折や胸腰椎圧迫骨折の患者さんに対しては、骨密度検査を行い、適切な治 

 療薬を選択し、積極的に骨粗鬆症治療を行っております。 

診療科紹介 

門司メディカルセンター 

地域医療連携室だより 
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骨粗鬆症外来は、第１・３・５金曜日の午後（予約制）に行っており、最新骨密度測定装置 

 と採血により適切に診断し、積極的な治療をしております。 

 

 

 

産業医科大学病院・産業医科大学若松病院から 1 名ずつ非常勤医が派遣されているので、骨 

盤骨折や人工肩関節・足関節置換術、スポーツ外傷についても随時相談し、迅速な対応可能と 

なっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何かお困りの患者さんがいらっしゃいましたらいつでもご相談ください。 

ご紹介をお待ちしております！ 
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７月１３日（木）１９時より、当院会議室にて本年度第１回目の運営委員会を対面にて 

開催いたしました。本委員会は当院が地域医療支援病院としての機能を向上していけるよ 

う外部からのご意見等を拝聴する機会となる大変重要なものです。 

当日は、当院から地域医療支援病院としての実績や活動報告と内科の診療科の紹介を行 

いました。そして、外部委員の皆様より当院に対してのご要望ご意見を頂戴するとともに 

活発な意見交換をすることが出来ました。 

今後も門司地区唯一の地域医療支援病院としての役割を果たして参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                              

 

平成３０年度に「地域連携意見交換会」としてスタートした「医療・介護連携意見交換 

会」も、今年度で 6 年目となりました。当初は対面で行っていましたが、新型コロナウィ 

ルス感染症の感染拡大から、Zoom を活用したオンラインでの開催を継続しています。 

今年度の第 1 回目となる意見交換会は「5 類移行後の新型コロナウィルス感染症への対 

応」をテーマに、近隣の 6 病院に参加していただき開催しました。それぞれの病院が試行 

錯誤しながら、感染対策との両立に苦慮している現状について意見交換することができま 

した。今後も、地域の繋がりを大切に「医療・介護連携意見交換会」を継続していきます。 

  

令和５年度 第 1回地域医療支援病院運営委員会＜開催報告＞ 

令和５年度 第 1 回医療・介護連携意見交換会＜開催報告＞ 



 

室 長  大西 英生 

課 長  村岡 美紀子 

事 務  池田 陽介 

上田 英理子  川野 美穂 

     小山 真純   本田 美穂 

     片山 康雄   髙田 裕美 

ＭＳＷ  桂川 陽子   前原 知香 

     大石 夏喜 

入退院支援患者ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ看護師長 古賀 さとみ 

入退院支援患者ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ看護師  野副 可奈子 

岡本 紀美子 

村枝 絹代 

秋本 眞水 

 

第３回 医療従事者講演会 

  開催日時 ： ２０２３年９月２８日（木）１９：００～２０：００ 

    会  場 ： ①当院 ７階会議室 

           ②Ｗｅｂ参加（Zoom） 

 

        申込方法 ： 下記メールアドレスへ参加申込 

             Mail：ijika-iji@mojih.johas.go.jp 

又は 別紙申込用紙での FAX 送信 

（申込締切：２０２３年９月２５日(月)） 

 

    演  題 ： 「 看護師が出来る糖尿病医療機器指導について 」 

     

    発 表 者 ： 五島 麻里子(糖尿病看護認定看護師) 

 

演  題 ： 「 チームで取り組む糖尿病治療 ～良質な血糖管理を目指して～ 」 

 

    発 表 者 ： 新生 忠司(副院長、糖尿病・代謝内科部長)  

 

 

 

 

 

 

 

 

〒801-8502 北九州市門司区東港町３番１号 

 ＜地域医療連携室直通＞ 

TEL：093-332-7616 

FAX：093-331-3466 

PHS：093-332-1250(地域医療連携室担当看護師) 

 

 

 

 

 

 

 

発行  独立行政法人 労働者健康安全機構 九州労災病院門司メディカルセンター 地域医療連携室 

病院理念 

働く人々と地域の人々の健康管理を支援し信頼される医療を提供します。 

地域医療支援病院講演会のご案内 


